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規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
六
十
五
号

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
の
第
一
の
一
の
１
の
（三）
中
「
三
万
千
円
」
を
「
三
万
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
一
の
２
の

（二）
中
「
二
百
四
十
九
万
八
千
円
」
を
「
二
百
四
十
六
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
一
の
２
の

（三）
中
「
（三）
」
を
「
（二）
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
二
の
１
の
（三）
中
「
及
び
燃
料
」
を
「
、
燃
料
」
に
、

「
千
二
十
円
」
を
「
千
十
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
三
の
（三）
の
a
の
表
中
「
一
七
、
七
〇
〇
円
」

を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
二
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、「
三
三
、
五
〇

〇
円
」
を
「
三
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
四
〇
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、「
五
〇
、

九
〇
〇
円
」
を
「
四
九
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
四
〇
〇
円
」
を
「
七
、
二
〇
〇
円
」
に
、「
二
九
、

二
〇
〇
円
」
を
「
二
八
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
三
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
三
六
、
九
〇
〇
円
」
に
、

「
五
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
五
一
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
六
一
、
八
〇
〇
円
」
を
「
六
〇
、
五
〇
〇
円
」

に
、「
七
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
五
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
一
〇
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
四
〇

〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
第
一
の
三
の
（三）
の
s
の
表
中
「
五
、
八
〇
〇
円
」
を
「
五
、
六
〇
〇
円
」

に
、「
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、「
一
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
三
〇
〇
円
」

に
、「
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
一
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
五
〇

〇
円
」
に
、「
九
、
二
〇
〇
円
」
を
「
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
九

〇
〇
円
」
に
、「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
二
〇
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二

〇
、
一
〇
〇
円
」
に
、「
二
五
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
五
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
三
、
四
〇
〇
円
」
を

「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
第
一
の
六
の
（二）
中
「
及
び
便
所
」
を
「
、
便
所
」
に
、「
五
十
三

万
千
円
」
を
「
五
十
二
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
一
の
（四）
の
a
中
「
三
千
三
百
円
」

を
「
三
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
十
二
の
（二）
中
「
十
四
万
千
百
円
」
を
「
十
三
万
八
千
五

百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
（一）
の
１
の
a
中
「
一
万
七
千
九
百
円
」
を
「
一
万
七
千
六
百
円
」

に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
（一）
の
１
の
s
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
百
円
」
に
改
め
、

同
表
の
第
二
の
（一）
の
１
の
d
中
「
一
万
千
八
百
円
」
を
「
一
万
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二

の
（一）
の
１
の
f
中
「
一
万
七
千
八
百
円
」
を
「
一
万
七
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
（一）
の

１
の
g
中
「
二
万
千
三
百
円
」
を
「
二
万
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
（一）
の
２
及
び
３
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
時
間
外
勤
務
手
当

職
種
ご
と
に
１
の
a
か
ら
g
ま
で
に
定
め
る
日
当
額
を
基
礎
と
し
、
一
般
職
の
職
員
と
の
均

衡
を
考
慮
し
て
算
定
し
た
額

３
　
旅
費

a

医
師
及
び
歯
科
医
師
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九

号
）
別
表
第
一
の
七
級
の
職
務
に
あ
る
者
に
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額

s

薬
剤
師
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
別
表
第
一
の
五
級
の
職
務
に
あ
る
者
に
支
給
さ
れ
る
額

に
相
当
す
る
額

d

保
健
師
、
助
産
師
及
び
看
護
師
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
別
表
第
一
の
五
級
の
職
務
に
あ

る
者
に
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額

f

土
木
技
術
者
及
び
建
築
技
術
者
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
別
表
第
一
の
五
級
の
職
務
に
あ

る
者
に
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額

g

大
工
、
左
官
及
び
と
び
職
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
別
表
第
一
の
二
級
の
職
務
に
あ
る
者

に
支
給
さ
れ
る
額
に
相
当
す
る
額

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
九
十
三
号
　
　
平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
九
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

六
月
二
十
三
日

第
千
三
百
九
十
三
号

月　曜　日



路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
七
月
十
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
市
川
大
門
下
部
身
延
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

西
八
代
郡
六
郷
町
大
字
鴨
狩
津
向
字
和
田
七
四
七

旧

九
・
〇
〜

八
〇
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

一
〇
・
六

西
八
代
郡
六
郷
町
大
字
鴨
狩
津
向
字
和
田
六
三
八

番
地
先
ま
で

新

九
・
〇
〜

八
〇
・
〇

一
一
・
八

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
七
月
十
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
高
根
富
士
見
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
字
竹
原
三
五
四
一
番
の
一
地

旧

一
二
・
二
〜

五
五
・
〇

先
か
ら

一
四
・
八

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
字
上
久
保
六
〇
四
四
番
の
二

地
先
ま
で

新

一
二
・
四
〜

五
五
・
〇

二
四
・
四

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

一
級
河
川
相
模
川
に
係
る
河
川
区
域
の
指
定
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

第
十
四
号
図
に
係
る
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

（
「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
面
を
山
梨
県
土
木
部
治
水
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部

地
域
振
興
局
都
留
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
九
十
三
号
　
　
平
成
十
五
年
六
月
二
十
三
日

三
九
四


